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1 ⽣産性向上は、物流⽣き残りをかけた喫緊の課題
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1 生産性向上は、物流生き残りをかけた喫緊の課題
➀トラック運転者の労働時間の実態

月間の平均労働時間の推移
厚生労働省 「令和元年 賃⾦構造基本統計調査」
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月間の平均労働時間
厚生労働省 「令和元年 賃⾦構造基本統計調査」
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・中小型トラック運転者の労働時間は、若⼲減少傾向

・全産業と平均して
トラック運転者は、5年間を通し労働時間が上回っている

全産業と平均して

・⼤型トラック運転者
・中小型トラック運転者

・・ 215時間(+24%)
・・ 208時間(+20%)
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1 生産性向上は、物流生き残りをかけた喫緊の課題
②物流業界の実態 ・産業別⽋員率 ・貨物運送事業者数 推移

国⼟交通省 白書より

“貨物運送事業数 増減数※”と”輸送量” 推移
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運輸業 宿泊飲⾷ 建設業 卸・小売 全産計

厚生労働省 「令和2年2月 労働経済動向調査」

産業別⽋員率

他業界と⽐較し、⼈材不⾜は顕著。

業界レベルの深刻な課題
物流業界に及ぼす影響は︖
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輸送量の推移

貨物運送事業者数 増減数の推移
事業者数 億トン

※新規参入事業者数から退出等事業者数を差し引いた数

▶貨物運送事業者数 増減数推移
2008年より、退出事業者数が新規参入事業者数を
上回る傾向 (オレンジ/赤の棒グラフ)

▶⾃動⾞ 輸送量
一方で、荷量は⼤幅に増加 (茶の折れ線)
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2 ⽣産性向上に取り組む
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「荷主」と「運送事業者」が連携した⽣産性向上の取組を始めたいけれど、どう進めれば良いの︖

2 生産性向上に取り組む
➀ ⽣産性向上の取組ステップ

問題点の発⽣する
原因を追究する

実態把握のポイントは︖
物流はモノの流れ
色んな⼈の 色んな作業が繋がってる。

→決め打ちせずに全方位に追及

ステップ3

問題点の実態詳細を
定数/定性的に

把握する

実態把握のポイントは︖
・どの場所で
・どのくらい頻度で
・どの程度発生しているか

ステップ2

問題点について
荷主と

運送事業者の
両者が合意

荷主に参加頂くポイントは︖
生産性向上による「荷主のメリット」を
整理しておくこと

ステップ1

原因解決に繋がる

改善施策を考え
実⾏する

改善施策を評価し
更なる改⾰に繋げる

ステップ4
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改善施策を
考える

日常の業務を進めながら、改善施策を考えるのは⼤変︕ 改善施策は、どう考えたら良いの︖

②異業界・異業種

厚労省 「時間外労働削減の好事例集」
運送業に加え、製造・宿泊・印刷など
様々な業界の労働時間削減の
事例を掲載

内閣府『ワークライフバランスの好事例集』
ワークライフバランス浸透に向けた
１０のポイントを掲載
清掃・販売・ 測量業・建設業など

「動向」や「先進事例」を知る
国交省 「ガイドライン事例集」

２ヵ年にわたり全国で実施した
実証事業の事例を、荷主メリットも
含めて整理

①同業界・同業種

⽣産性向上 取組の
「動向」「事例」を知る

実績を
積み重ねる

実績
実績

③順序だてて考える

改善施策を発想する
「コツ」を知る

順序だてて考える

2 生産性向上に取り組む
➀ ⽣産性向上の取組ステップ

9



2 生産性向上に取り組む ② 改善策を発想する ”コツ”
・⽣産性向上を検討する4つの「着眼点」

着眼点➀
その作業を、 無くせないか︖

着眼点②
その作業を、別の作業に

組替/統合できないか︖

着眼点③
その作業を、別のやり方に

交換できないか︖

着眼点④
その作業を、もっと簡単にできないか︖

(ムダを省いてシンプルに) 作業2 作業3作業1

簡単に

作業2 作業3作業1

作業2 作業3作業1 作業2 作業2

作業2 作業3作業1

やり方を変える/交換

改善施策を発想する ”コツ” って何︖ (WHAT)
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2 生産性向上に取り組む ② 改善策を発想する ”コツ”
・4つの「着眼点」を活用してみる

4つの“着眼点” は、どう活用するの︖ (HOW)

【物流の構造】 着荷主にお届けして、荷卸しをする発荷主で荷揃えをして、積込んで 着荷主まで貨物を運んで

荷役※で
“着眼点”を

活用

●無くす

●統合
●交換
●シンプル

荷 役輸配送荷 役

輸配送で
“着眼点”を

活用

例

を 無くせない︖
を 組替えできない︖
を 交換できない︖
を 簡単にできない︖

輸配送輸配送

●無くす

●組替
●交換
●簡単

例 ︓荷卸し等の作業そのもの
︓待機そのもの
︓荷卸し作業(者) 
︓荷卸し作業(者)
︓荷卸し作業等のそのもの

●無くす
●組替
●交換
●簡単

※「付帯作業」や
「待機」を含む

︓積込等の作業そのもの
︓待機そのもの
︓積込作業(者)
︓積込作業(者)
︓積込等の作業そのもの

︓運転(時間)そのもの
︓ドライバーや運⾏トラック(ルート編成等)
︓ドライバーや運⾏トラック(⾞種等)
︓ドライバー業務やトラック⾛⾏経路

を 無くせない︖
を 無くせない︖
を 組替えできない︖
を 交換できない︖
を 簡単にできない︖

を 無くせない︖
を 無くせない︖
を 組替えできない︖
を 交換できない︖
を 簡単にできない︖

例
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ご参考︓4つの「着眼点」起点で、取り組む事例

●●を、簡単にする

“荷役”の領域で
「コツ」「着眼点」を活用

作業分担
を組み替える

仮置き場(作業)
を組み替える

●●を、組替え/統合する

●●を、交換する

4つの
「コツ」「着眼点」

“輸配送”の領域で
「コツ」「着眼点」を活用

●●を、無くす

⑮【ワークシェア】荷役⼈員(専任者)
増強で

⑯商品別ピックから
ルート別ピックで

トラック運転者作業分担
を組み替える

ルート編成
を組み替える

納入先
を統合する

⑤【ワークシェア】集配を分離して

⑥【共配】他社の輸送を受託し

⑦納入先数削減で

荷姿 を交換する

荷姿 を交換する

⑰バラから、パレタイズで

⑱バラから、ロールボックス導入で

ダブル連結⾞
に交換する

トラック運転者
を交換する

シートパレット
に交換する

⑧積載量/運⾏ 増加で

⑨中継輸送 実施で

⑩積載効率向上で

仕分け作業
を簡単にする

検品作業を
を簡単にする

⑲バーコード貼付で

⑳全数検品から
抜き取り検品で

⾛⾏経路
を簡単にする

⑩⾼速道路利用で

ピック作業(人)
を無くす

受入 検品作業
を無くす

待機(待ち)時間
を無くす

⑪ロボティクスツール導入で

⑫責任区分⾒直しで

⑬バース予約の仕組み導入で

運転 を無くす

運転 を無くす

運転時間 を無くす

運転時間 を無くす

➀⾃動運転で

② 【共配】他社に輸送を委託し
③ 【ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ】船舶輸送で
④ 【ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ】鉄道輸送で

思いつく 改善施策思いつく 改善施策
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トラック運転者の1日の仕事

⻑時間労働の実態にある”トラック運転者”。 細かく⾒てみると…

その1 ︓ トラック運転者の主作業は、「運転」
但し、その運転に携わっている時間は、⻑時間 ・・・・ 約6時間30分

その2 ︓ 約半数(46.6％)ものトラック運転者に「待ち」が発⽣ ・・・・ 約1時間45分

COFFEE BREAK
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3 ⽣産性向上の取組事例

●●を、 組替え/統合する

●●を、 簡 単 に す る

●●を、 無 く す

●●を、 交 換 す る

4つの「着眼点」起点で、最新の取組事例をみてみよう

3 ⽣産性向上の取組事例
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3 ⽣産性向上の取組事例

●●を、 組替え/統合する

●●を、 簡 単 に す る

●●を、 無 く す

●●を、 交 換 す る

4つの「着眼点」起点で、最新の取組事例をみてみよう

3 ⽣産性向上の取組事例
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運転時間モーダルシフトで輸送 を、無くす

注︓平成28年 ⼤分県パイロット事業での取組事例
「取引環境と⻑時間労働の改善に向けたガイドライン」参照

トラック運転者の「運転時間」を、
モーダルシフト(フェリー)の「休息期間」に切替え、トラック運転者の「運転時間」を無くす。

注︓改善基準告⽰での制定内容
1日の拘束時間は13時間以内を基本。延⻑する場合でも16時間まで。
勤務と勤務の間の休息期間は、継続8時間以上。
注)1回当り継続4時間以上・計10時間以上も可とする分割休息の特例もあります

取組後

取組前

Ｎ日夕方に⼤分県内の拠点にて積込み後出発し、翌日昼までに納入。
トラックで対応をしていたため、約22時間 休息が取れない。

注︓改善基準告⽰での制定内容
運転手が勤務の途中においてフェリーに乗船する場合には、
フェリー乗船時間については、原則として、「休息期間」とし取り扱う特例があります。

取組後

取組前

フェリー

⾼速道路

運送コストは、フェリーで運⾏する方が、約1万1千円高くなる。
モーダルシフトの必要性合意も含めて、荷主との料⾦折衝が必要。

拘束時間 休息期間運転時間

4時間30分

11時間20分

11時間50分

無し

10時間40分

22時間10分

フェリー料⾦
⾼速道路料⾦
燃料費

燃料費

フェリー
料⾦⾼速道路

料⾦

取組前の ⾼速道路⾛⾏の「運転時間」はゼロ化

円

トラック運転者の

2︓取 組

1︓問 題 ・ 背 景

4︓今後の課題

3︓結 果 ・ 成 果

⾼速道路の陸路運送から、船舶運航のモーダルシフトに
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運 転 を、無くす
COFFEE BREAK

⾃動運転で、 運転 を無くす

2020年1月、⻑崎県五島市における有人島間にドローンを
⽤いた物流網を構築し、離島地域住⺠の生活利便性を向上
することを目指したドローンによる物流の実証事業を実施。
有人島間の物流の将来にドローン物流の実運⽤と、さらには
市内雇⽤の創出も目指している。
更にANAホールディングス株式会社は、 2020年5月、

株式会社エアロネクストと業務提携をし、有人地帯での
補助者なし目視外⾶⾏をも目指している。

600m

物流分野における「完全⾃動運転」は、いつ実現を目指している︖

ラストワンマイル配送の トラック運転 を無くす

無⼈宅配ロボット実用化に向けた、都⼼部公道を含めた実験を実施

レベル1︓運転⽀援 システムが前後・左右のいずれかの⾞両制御を実施
レベル2︓特定条件下での⾃動運転機能 ⾞線を維持しながら前の⾞に付いて⾛る

特定条件下での⾃動運転機能(⾼機能化) ⾼速道路分合流を自動
レベル3︓条件付き⾃動運転 システムの介入要求に対してドライバーが適切に対応可能
レベル4︓特定条件下における完全⾃動運転 限定地域で実施
レベル5︓完全⾃動運転

国交省資料「自動運転に係るルール整備について」

2025年 レベル4達成を
目指す

国交省資料「自動運転のレベル分けについて」

物
流
サ
ー
ビ
ス

但し、⾃動運転時のトラック運転者業務区分は、これからの検討事項但し、ドローンなどで対応できるラストワンマイル貨物は、輸送貨物量の一部

株式会社ZМP

ANAホールディング・五島市共同プレス
リリース資料より

1000km以上離れた東京-⻑崎・五島間でドローンの遠隔操作を実施
ANAホールディング株式会社・五島市

⻑崎県五島市のドローンを操作する遠隔運航管理拠点を、⽻⽥空港内に設置

㈱ZМPは、これまで⼤学キャンパス内でのコンビニ商品の配達、高層マンションが⽴ち並ぶ
私有地でのフードデリバリー、建物内のエレベーター連携によるフロア間の書類配達など、
実⽤化に向けた実証実験を多く実施。
更に2020年9月、新型コロナウィルスの感染防止策も視野に入れ、非対面での購買活動が
可能な無⼈宅配ロボットによる「都⼼部 公道を含めた実証実験」を実施。
宅配事業者、スーパー、コンビニ、ドラッグストア等各事業者の協⼒を得て、実⽤化に直結
するサービスの検証を⾏う。なお同社は、2019年3月、公道における自動運転タクシーの
実証実験も実施している。

デリロでの歩道⾛⾏、横断歩道⾛⾏による高層マンションエリアへの無人宅配 ㈱ZМP ホームページより

無人宅配ロボット︓デリロ™

ANAホールディングス・アインホールディングス、セブンイレブン・ジャパンは、
2020年12月、「セブン-イレブンネットコンビニ」で注文された商品、アイン薬局の処方箋医薬品を、
福岡市ヨットハーバーから、福岡市⻄区能古島にドローンで即時配送する実験も実施
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待機(待ち)時間バース予約システムで荷役 を、無くす

2︓取 組

1︓問 題 ・ 背 景

4︓今後の課題

3︓結 果 ・ 成 果

着荷主にて「バース予約ステム」を導入。 着床時刻を事前予約。
プラスαの取組︓ 取組前のトラック運転者の拘束時間は、18時間

⻑時間労働に結びついている「待機(待ち)時間」以外要因は
トラック運転者の「手積み/手卸し荷役作業」 (2時間/日)

「バラ」から「パレタイズ」への荷姿交換も、併せて実施

取組前の状態は、下述の通り。
● 着荷主での荷卸しは、到着順受付が原則ルール
● 順番取りのため、トラック運転者は必要以上に早く、着荷主に到着
● 結果、着荷主での「待機(待ち)時間」が発⽣

トラック運転者の⻑時間労働に繋がっていた。
※待機(待ち)時間の平均︓4時間

●バース予約システムについて
取組当時のバース予約システムは、着荷主の物流⼦会社のみに
開放。

現在、利⽤運送事業者の拡充に向けて、「利⽤ルール」や
「システム負荷」、更に「外部アクセスからのセキュリティ対策」を
検討中

発荷主
工場

発荷主
工場

発荷主
工場

着荷主 拠点

取組後

取組前

待機(待ち)時間 荷役時間

4時間27分

2時間00分

0時間53分

4時間00分

完全「ゼロ化」には至らずとも、3時間07分削減

注︓平成28年 ⼭梨県パイロット事業での取組事例
「取引環境と⻑時間労働の改善に向けたガイドライン」参照

バース予約システム (イメージ)
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待機(待ち)時間バース予約の仕組み(≠情報システム)で荷役 を、無くす

1︓問 題 ・ 背 景
バース予約システムの必要は認識・・・
但し、

●情報システムでの導入となるとコストが、かかる
●情報システムでの導入となると､要件定義や開発など、導入までに時間がかかる

2︓取 組
情報システムを構築・導入しなくても
⼈間系の運用で、「バース予約の仕組み」は構築できる。

事例2︓元請運送事業者※と実運送事業者が、連携。 電話連絡で到着時刻を確定
平均待機時間は、3.5時間短縮

「トラック輸送における生産性向上方策に関する手引き」参照

事例1︓受付担当者を新たに設置。ドライバー⾃⾝が電話で到着時刻をで事前予約
最⼤待機時間が13時間から4.5時間に短縮 平均待機時間は、62分から21分

※元請運送事業者は、荷主の構内作業も受託
実運送 配⾞担当元請業者 構内作業員 元請業者 配⾞担当 トラック運転者

➀積地出発時点等に電話予約

②事務所にて予約受付
予約内容をシートに記入 電話

③ 予約内容を
現場に連絡

「取引環境と⻑時間労働の改善に向けたガイドライン」参照

●⾃動追従台⾞で
「横持ち作業」 を無くす

●⾃動ピッキング化で
「ピッキング作業」 を無くす

⼈ 手 に よ る 荷 役 作 業 を、無くす

・バラ品の自動ピッキングシステム
・⼈手/⾃動化の損益分岐ポイントも
算出

横持ち作業搬送作業

●ソーター導入で、「横持ち作業」 を無くす仕分け作業

・人への追従機能と
簡易無人ライン⾛⾏で効率化

・重量物の搬送の省⼈化
・固定設備が不要。

→既存レイアウトのままで効率化
・繁忙期の使い分けも可能

倉庫業界に於いても、⼈材不⾜は深刻な課題です。

倉庫分野に於いても、様々なロボティクス技術の導入により
⼈手による荷役作業を無くす事への期待が⾼まっています。

ＦＡＥホームページより

注︓国内倉庫の「2019年の所管面積（年平均）」は、前年⽐1.1％増の
779万平方メートル。
「2019年の保管残⾼」は、前年⽐4.2％増の2兆4,692億円
何れも増加傾向が続いてる。 (国⼟交通省)

COFFEE BREAK
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3 ⽣産性向上の取組事例

●●を、 組替え/統合する

●●を、 簡 単 に す る

●●を、 無 く す

●●を、 交 換 す る

4つの「着眼点」起点で、最新の取組事例をみてみよう

3 ⽣産性向上の取組事例
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運⾏ルートラウンド輸送で輸送 を、組み替える

1︓問 題 ・ 背 景 3︓結 果 ・ 成 果

「トラック輸送における生産性向上方策に関する手引き」参照

●新聞輸送のネットワークは
「製紙工場 ⇒ 印刷センター ⇒ 販売店」

●「製紙工場⇒印刷センター」 「印刷センター⇒販売店」の何れの輸送も
⽚荷運⾏。 実⾞率※が低い。

注︓実⾞率とは︖
トラックの1回当りの総⾛⾏距離のうち、空荷運⾏の距離を除いた⾛⾏距離の率。
今回の事例では、取組前は53％。

「製紙工場⇒印刷センター⇒販売店」の輸送を、「ラウンド輸送」化

2︓取 組

・ラウンド輸送化を目指し、配送時間の異なる輸送パートナー※を探索。
販売店への配送⾞両の空き時間帯の活⽤が可能と判明。
販売店への配送完了後の早朝でも、製紙⼯場での貨物の積込みが可能

※トラックが稼働する時間が、自社とは異なる運送会社

・製紙工場は24時間稼動であった事に着目。
販売店への配送完了後の早朝でも、製紙⼯場での貨物の積み込みが可能。

● ラウンド輸送による輸送コスト削減に加え、
新聞用紙の安定供給体制の強化も実現

９１％53％
● ラウンド輸送に使⽤するトラックの「実⾞率」が⼤幅に向上

4︓今後の課題

今回の事例の様に、トラクッが稼働する時間帯が、自社とは異なる
運送パートナーを探索するにあたって、例えば新聞販売店への輸送を
している運送会社とのアライアンスなどは、生産性向上を実現するための
重要な検討候補となります。

但し、トラクックが稼働する時間帯が、自社とは異なる運送パートナーを
探索する事は、「他業界・他業種」との連携を検討する事になる可能性も
ある事から、両者間で充分な調整をする必要があります。

印刷センターから販売店への配送⾞両でも積載可能とする為に、
⾃⾞両を改良

・巻取紙固定⽤のフック取り付け
・荷台床面へのゴム貼り 等

●配送時間の異なる輸送パートナーを探索する。

今回の事例の様に、新聞販売店への配送に着目し実⾞率向上を図った
取組は「朝日新聞社」と「パナソニック」の共同輸送事業※などもあります。

※「グリーン物流パートナーシップ優良事業者表彰制度」で
経済産業省⼤⾂賞表彰

※新聞配送後の空荷のトラックを使った携帯電話関連製品配送
（⾸都圏〜静岡県）と住宅建材配送（茨城県〜 埼玉県）を輸送

これら対応について、「適正なコスト負担」や「契約期間」などについて
両者で充分に調整をする必要があります。

今回の事例での具体的な調整事項
新聞販売店への配送⾞両は、⾞幅2150⾞両で狭いなど、特殊な仕様。
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3 ⽣産性向上の取組事例

●●を、 組替え/統合する

●●を、 簡 単 に す る

●●を、 無 く す

●●を、 交 換 す る

4つの「着眼点」起点で、最新の取組事例をみてみよう

3 ⽣産性向上の取組事例
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トラック運転者 ⇄ トラック中継輸送で輸送 を、交換する

1︓問 題 ・ 背 景

3︓結 果 ・ 成 果

2︓取 組

4︓今後の課題

「九州⇄中部・関⻄」間の⻑距離幹線運⾏のトラック運転者が、⻑時間労働の実態にあり、
●改善基準告⽰の遵守が、困難
●トラック運転者の確保が、困難

取
組
後

取
組
前

トラック
運転者
交換

●代替中継拠点の確保
天候/災害などでの通⾏⽌めの発生や、日々の交通渋滞等に
より、中継拠点にトラック運転者が到着するタイミングが
合わず、待機(待ち)が起こる事もある。
そこで代替の中継拠点を用意する事で、円滑な中継輸送の
実施を目指している。

例︓九州→中部の上り道路が渋滞、あるいは通⾏⽌めが発生して
いる場合は、現状の中継拠点「岡⼭」以⻄の中継拠点を⽤意。

「九州⇄中部・関⻄」間の幹線運⾏を、トラック運転者を交換する「中継輸送」に。
トラック運転者１⼈当たりの労働時間を短縮。

岡山県に設置した中継拠点で、トラック運転者が、トラックを交換

【取組1︓中継輸送の枠組み】

【取組2︓中継輸送を浸透させる仕掛け】

「複数日間、⾃宅に帰らない⽣活」に慣れたトラック運転者も
多く、毎日帰宅できることを望まないトラック運転者も一定数存在。
そこで、そのようなトラック運転者の一部に、まずは
中継輸送での運⾏を⾏ってもらい、直接体験してもらう事で、
中継輸送へのアレルギーを小さくしていく。
体験したトラック運転者からは「中継輸送をやってみたら良かった」
という声もあり、中継輸送が社内に浸透。

中継輸送を実施することで、
●ワークライフバランスの向上

トラック運転者が、その日の内に帰宅できるようになった。
●安定的な輸送サービスの提供

⻑距離運⾏を担うドラック運転者が減少する中、
労働時間短縮によりトラック運転者の確保が容易となり、
結果、「安定的な輸送⼒の確保」に繋がった。

注︓国⼟交通省「中継輸送の取組事例集」参照

中継輸送を望まない従業員へのアプローチ
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良く⽿にする「中継輸送」。 具体的に、どんな「やり方・方式」がある︖
COFFEE BREAK

C︓中継拠点で貨物を積み替える「貨物積み替え方式」

A︓中継拠点でトラック運転者がトラックを繰り替えて交換する「ドライバー交換方式」

B︓中継拠点でトレーラーのヘッド交換をする「トレーラー・トラクター方式」

●本方式のメリット
・中継拠点での交換作業は短時間。
・けん引免許がなくても、単⾞で実施可能。
・中継拠点での制約が少ない。

●本方式の注意点
・慣れない他トラック運転者のトラックを運転する

「ドライバーストレス」の解放。
・異なる運送事業者同士で⾏う場合は、

協定の締結や保険の適用などの整理が必要。

●本方式のメリット
・ヘッド交換は、ほんの数分で完了。
中継拠点での交換作業は短時間である。

●本方式の注意点
・中継拠点はトレーラーが駐⾞できる十分な敷地スペースが
必要。

・ヘッドとシャーシが連結可能かどうか事前確認が必要。

●本方式のメリット
・日ごろから実施しているクロスドックと同じ。
他の中継方式と比べると、制約が少なく取り組みやすい。

●本方式の注意点
・中継拠点は、十分な仮置スペースと設備が必要。
・荷役作業員の確保が必要。荷役コストが発生。
・荷役作業時間短縮するための方策が必要。

※脱着ボディとは︖
ヘッドと、コンテナ（荷台）の切り離し(脱着)できるトラック。
【脱着ボディの特徴】

①コンテナを切り離せることで、
「輸送」と「荷役」の分離が可能

②トラック運転者に、けん引免許は不要
③コンテナ部分は、⾞検が不要

■プラスα 注目を集める 「脱着ボディ方式※」

■代表的な３つのやり方・方式

注︓国⼟交通省「中継輸送の取組事例集」参照

動画リンク24



荷姿バラからパレタイズに荷役 を、交換する

1︓問 題 ・ 背 景 3︓結 果 ・ 成 果

2︓取 組 4︓今後の課題

注︓平成29年 岡⼭県パイロット事業での取組事例
「取引環境と⻑時間労働の改善に向けたガイドライン」参照

●発荷主の積込み建屋構造の都合上、
パレット積込み作業を、ホーム上で実施する事は困難。
現在は、ホーム下での作業となっている。
積込み作業の更なる効率化を目指し、作業要領の検討が
必要。

バラ貨物をパレタイズするにあたって、
積載効率の低下・コストアップなどの要因を、発荷主・着荷主ともに理解。
物流機能存続に向け、「トラック運転者の⻑時間労働短縮の重要性」を認識。

1個1個のバラ積み 手積み
ロールボックス

平パレット

現状の手荷役作業からの脱却。
積込み製品の荷姿を、「バラ」から 「平パレット」・「ロールボックス」に交換。

発荷主での荷役作業は、トラック運転者が実施。
●積込み製品のアイテム数が多いものの、製品積込みは全て「手荷役」
●結果、荷役時間に時間を取られ、拘束時間内において、

充分な休憩時間を取る事ができない。 ※ 連続運転時間が、4時間を超える場合もあり

●積込み作業時間が⼤きく短縮。
短縮時間 ・平パレットで、約30分

・ロールボックスで、約20分
※ 荷量が異なるため、相互比較は不可

●連続運転時間が４時間となる場合の休憩時間 取得可能に

日本国内のJIS規定｢T11型｣パレットの使用率は、
30%程度と言われています。
一方、ヨーロッパでは90%、韓国でも50%以上が標準化
されています。
日本国内で使⽤率が向上しない理由には様々な要因が
考えられますが、パレタイズする事は、荷主にとっても様々な
メリットがあります。

●トラック構内滞留時間が短くなる為、バース回転率が向上。
結果、バースを効率的に運⽤する事が可能に。

●荷主側で積卸し作業を実施している場合は、
荷主構内作業員の作業時間も短縮

COFFEE BREAK

25



3 ⽣産性向上の取組事例

●●を、 組替え/統合する

●●を、 簡 単 に す る

●●を、 無 く す

●●を、 交 換 す る

4つの「着眼点」起点で、最新の取組事例を診てみよう

3 ⽣産性向上の取組事例
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検品作業建材物流コードを活用し荷役 を、簡単にする

1︓問 題 ・ 背 景 3︓結 果 ・ 成 果

2︓取 組

4︓今後の課題

建材メーカーのＱＲコード実装率の更なる向上を目指し、
令和2年度も引き続き、⽣産性向上に向けた取組を継続中

目視検品作業からの脱却。
建材の統一コードである「建材物流コード(ＱＲコード)」を活用。
ハンディターミナルを使って、検品作業そのものを「簡単」に。

各貨物に貼付されたラベルに
印字されているＱＲコードを
ハンディターミナルでスキャン

当日の入荷予定情報を
ＰＣから

ハンディターミナルに
送信

【⾞両 到着時】
現場

トラック運転者持参の
納品書に印字された
ＱＲコード読み取り

事務所
【⾞両 到着前】

⾞両単位の積荷を把握し、⾞両単位に検品

検品終了後、入荷実績をハンディーターミナルからＰＣに送信

消込

注︓本取組は、令和元年度 国交省「貨物自動⾞運送事業における生産性向上及び ⻑時間
労働改善に向けた調査事業」に於いて、実証実験を⾏い、建材物流コード活⽤の効果を検証したもの。

建材の入荷検品業務は、各貨物に貼付されているラベル記載の品番等を、目視で確認
●品番のコード体系は、メーカーごとに区々。 標準となる統一コード体系はなし
●多品種化による品番桁数も⼤幅に増加。
●更に現品管理は、「品番」に加え、「物件名」＋「部屋番号」も追加。

結果として
●検品業務の作業品質の低下 (誤配など)
●検品作業時間の⻑時間化・・・トラック運転者拘束時間の⻑時間化

の原因となっている。

1⾞両分の検品時間が半減化。
2.6時間/⾞ → 1.3時間/⾞

注︓実証実験では、全貨物に建材物流コードが貼付されておらず、上記時間は試算値

右下の円グラフは、平成30年度に国交省にて実施した「輸送品目別の 30分
以上の荷待ち時間が発生した件数」です。
荷待ち時間の発生原因には、「積地での生産/荷揃えの遅れ」や「到着順の

積卸しのための順番取り」など、業界/品目に関わず、共通の課題もあります。
しかし一方で、
●納入先の特殊性
●商流構造の特殊性
●荷姿の特殊性

の様に、業界/品目 特有の要因が、荷待ち時間の発⽣や、物流⽣産性の
低下を招いている場合も
あります。

この様な場合、本取組で
ご紹介した様に、

●発着荷主
●運送事業者

が連携し、業界が一丸と
なって物流の生産性向上に
挑む事が、とても重要な事と
なります。

COFFEE BREAK

943

460

452
339328

303

1562

業界ごとに、それぞれ特有の物流課題もある

酒
飲料

加工⾷品

⽣鮮⾷品

住宅
用建材紙

洋紙等
建設⽤

⾦属製品

その他

Ｎ︓4387(件数)
【30分以上の荷待ち時間が発⽣した件数】

︓建築現場や市場 など
︓少量多頻度発注や、受注〜納入が短納期 など
︓⻑尺品や異形状品 など
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3 ⽣産性向上の取組事例
4   ご紹介した様々な⽣産性向上の取組事例を、振り返る
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積み重ね

必要な
道具を使って

荷主の⼤切な
貨 物を

作業の
担い手が

次工程の

お客様に
お届けをする/
繋いでいる

➀ ②

③④

「作業の担い手が」 「必要な道具を使って」 「⼤切な貨物を」 「次工程のお客様にお届けする」
この作業を積み重ねているのが、 ”物流” です。

では、“物流”の骨格は、なんでしょうか︖

4   ご紹介した様々な⽣産性向上の取組事例を、振り返る

モ ノヒ ト 骨
格

トラツク運転者・配⾞担当・荷役担当・・・・ トラツク・パレット・フォーク・・・・

温度帯・荷姿・形状・・・・・ドライバーから 着荷主に、お届けする
・荷役担当から ドライバーに、繋ぐ・・・・

”ヒト”や”モノ”、
”ヒト”と”モノ”の双方を変革

「⽣産性向上」

コスト削減
取引環境
⾒直し

時間短縮

品質向上

働き方
改 革

⽣産性向上の
様 々 な 成 果 領 域

骨格を
変 革

● ヒ ト
● モ ノ
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東 京 2 0 2 0 オ リ パ ラ 協 議 ⼤ 会 、
及 び ⾷ 品 等 に 係 る 物 流 に つ い て
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5 東京2020オリパラ協議⼤会、及び⾷品等に係る物流について 説明させて頂く背景

[令和２年度 国交省 事業]
東京2020オリンピック・パラリンピック競技⼤会、及び⾷品等に係る物流の効率化方策検討業務

●本事業の
活動内容

④ 我々の日々の生活を支える重要な担い手のひとつ。
⾷ 品 の 物 流

▼
手荷役作業が多い等の課題もあり
安定的な食の確保に向け 「⽣産性向上」が不可⽋

① ドライバー等の労働⼒不⾜や、消費者ライフスタイルの⼤きな変化により、最近、物流に対するニーズが⼤きく変化。
② 将来この傾向はさらに進むことが予想される事から、物流が機能を十分に発揮していくためには、

「⽣産性向上」が不可⽋。

【本事業の概要】

●本事業の必要性

⾷ 品 の 物 流
６件

●注目した
２つの領域

⑥ 実証実験の内容・成果は、「手引き」として取纏め。 物流業界に周知。
今後の物流業界における生産性向上に向けた取組の「充実化」、及び「加速化」に繋げる。

③ 今年開催される
東京2020オリンピック・パラリンピック競技⼤会

▼
成功に向けては、⼤会運営と経済活動の両⽴が必要。
交通量抑制や平準化等の「⽣産性向上」が不可⽋

東京2020オリンピック・パラリンピック競技⼤会
９件

⑤ 様々な業種の企業に参加頂き、物流の生産性向上に繋がる15件の実証実験を実施。
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つ

6-1 東京2020オリンピック・パラリンピック競技⼤会に係る 物流課題

オリンピック
パラリンピック ︓ 2021年8月24日(火)  〜 9月5日(日)

︓ 2021年7月23日(⾦)  〜 8月8日(日)

参考︓隅田川花火⼤会 95万⼈(第40回)の観客人数

オリンピック期間中の観客と⼤会スタッフ数は約1,010万⼈
1日当たり最⼤約92万⼈の観客・⼤会スタッフと予測 国交省資料

9:00〜10:00 13:00〜14:00 14:00〜15:00 18:00〜19:00

東京都オリンピック・パラリンピック準備局 ⼤会輸送影響度マップ(一般道路・高速道路)

⼤会期間中、TDM※による交通量の低減に向けた対策を何も⾏わなかった場合の
「一般道」「⾼速道路」への影響度

※ Transportation Demand Management。
交通需要マネジメントのことで、自動⾞の効率的利⽤や公共交通への利⽤転換などによる道路交通の混雑緩和や、
鉄道などの公共交通も含めた交通需要調整をする取組

箱崎
代々木競技場

有明

箱崎
代々木競技場

有明

箱崎
代々木競技場

有明
箱崎

代々木競技場

有明

開催日

⼤会開催前・⼤会期間中、 「一般道」「⾼速道路」ともに、⼤きく混雑。
特に、物流の(主な)集配時間帯と重なる”朝” ”夕方”の混雑が懸念。

▶ ▶ ▶ 荷主・運送事業者が協⼒して、道路混雑緩和に向けた対策が必須

本資料データは、開催延期前のデータに基づく
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６-2 混雑緩和に向けた対策 ２つのアプローチ

交通量を抑制

道路混雑
緩和

道路混雑緩和に向けた対策には、２つのアプローチがあります。

「運⾏トラック台数」 を
削減し

アプローチ ①

トラック運⾏ 台数 「運⾏トラック台数」 を
分散させる

アプローチ ②

トラック運⾏ 時間帯

「運⾏時間帯」を分散する施策 例」

日付

トラック運⾏時間帯を分散させて
凹凸の山崩し

台
数

時刻

台
数

「トラック運⾏台数」を削減する施策 例」

例⑥ 「納入指定時刻⾒直し」で、運⾏時間帯を分散

例④ 「拠点稼働時間⾒直し」で、運⾏時間帯を分散

例⑤ 「庫内入出荷作業⾒直し」で、運⾏時間帯を分散

など
例③ 「輸送モード変更」でトラック台数を削減

例① 「配送ルート⾒直し」で、トラック台数を削減

例② 「共同配送」で、トラック台数を削減

など

トラック台数を削減
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発着荷主企業向けにお願い事項を発出

混雑緩和に向けた⾏政・団体の取組
COFFEE BREAK

■国⼟交通省など

時差出勤やテレワークなど、混雑緩和に向けた「企業」「個人」向けの取組事項を、東京商⼯会議所が取り纏め。
物流軽減に向けた取り組みとして

まとめ納品・共同配送の実施、まとめ発注・リードタイム(発注間隔)の延⻑、⾞両の⼤型化
等の取組を呼びかけ。

・オリパラ期間中の道路混雑を緩和するため、⼤手宅配会社に対し、時間帯を指定した配達の中⽌や、配送ルートの変更などを要請。
※消費者にも、再配達の依頼や、都心部への発送をなるべく減らすよう呼びかけ。

● 東京商⼯会議所による 物流軽減に向けた呼びかけ 〜交通対策ハンドマップ〜

● 東京都港湾局による コンテナターミナルのゲートオープン時間の拡⼤

本資料掲載内容は、開催延期前の公表も含む

全国初の「深夜ゲートオープン」を実施。
更に、輸出入の前倒しや後ろ倒しに対応できるよう、⼤会期間前後の時間拡⼤も実施。 東京都港湾局 東京2020⼤会時における東京港の取組

● ⾏政による「東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技⼤会期間中の物流に係るご協⼒のお願い」

・国⼟交通省は、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技⼤会期間中の交通混雑緩和に向け、発側及び着側の荷主企業と物流事業者が連携し、
サプライチェーン全体での物流効率化に向けた取組を実施していただくよう、東京都、⼤会組織委員会、関係省庁と共にお願いを発出

■東京都オリンピック・パラリンピック準備局
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コンテナ
仮置き場

国交省事業で取り組んだ実証実験の紹介

東京貨物ターミナル駅直配から、コンテナ仮置き場(通運デポ)経由に切替え運⾏時間帯を分散
江東区砂町

1︓問 題 ・ 背 景 3︓結 果 ・ 成 果
 東京2020⼤会期間中、東京貨物ターミナル駅周辺は⼤きく渋滞することが

予想されている。
 ⼤会運営への協⼒と経済活動を⽀えるため、鉄道コンテナ輸送の集配業務

のサービスレベルの維持が課題である。

JR貨物東京貨物ターミナル駅の2019年同時期の実績
配達数量︓約６００個／日
集荷数量︓約５８０個／日
従事する⾞両数︓約６７０台／日

東京貨物ターミナル駅からの直配を止めて
夜間に、「東京貨物ターミナル駅」から「コンテナ仮置き場」に移送

翌日 日中に、着荷主に配達

2︓取 組

取
組
前

取
組
中

日中に「東京貨物ターミナル駅」から「配送先」まで配送

夜間に
「コンテナ仮置き場」へ移送

翌日日中に配送

配送先東京2020期間中、
日中に渋滞するエリア東京貨物

ターミナル駅

配送先

渋滞抑制

東京貨物
ターミナル駅

△15台の削減効果

取組をしない場合の
⾛⾏トラック想定台数

(コンテナ仮置き場への移送部分)

実証実験期間中の
⾛⾏トラック台数

(コンテナ仮置き場への移送部分)

27 12

●混雑時間帯 ⾛⾏トラック台数削減に効果がある事を定数的に⽴証

更に、本取組により、配送に係る時間も、短縮。
配送に係る時間を短縮できる事で、荷主へのサービスレベル向上に繋がる
可能性がある事も判明︕

4︓今後の課題

●実証実験を通じ、本取組を円滑に実施するための「解決課題」が明確化
この取組は、「通運各社」「鉄道会社」「通運デポ運営業者」の情報連携が
キー。
フロー図にて情報連携を事前整理するものの、運⽤の徹底について、
未だ⾒直しの余地がある事が判明。
オリパラ開催に向け、今後、精査すべき事項が明確化。

●更に本取組は、オリパラのみに適用可能なものでなく、
震災時や通常の渋滞回避にも適用可能であると判明。
「社会インフラを担う物流」の⽣産性向上に向け展開していく事を決意

事 前 作 成 の 運 用 フ ロ ー
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国交省事業で取り組んだ実証実験の紹介

ロボットを活用した倉庫内仕分け作業の省⼈化・平準化庫内作業を分散させて、凹凸の山崩し

●仕分作業に於いて、ロボットの活⽤が、「生産性向上」「品質向上」
などに確実に成果がある事を、定数的に裏付けられた。

●倉庫作業の効率化は、倉庫荷役の⻑時間労働削減のみならず
トラック運転者の⻑時間労働削減にも⼤きな効果を発揮する。

●今後は、ロボット活⽤の更なる拡充・浸透に向けて、
各現場から上がってくるデータ分析・そしてフォードバックを繰り返し、
更なる生産性向上に向けた取組を推進する。

1︓問 題 ・ 背 景 3︓結 果 ・ 成 果

2︓取 組

4︓今後の課題

期間中の道路混雑緩和に向け、トラック⾛⾏時間帯を夜間に切替る事が有効
●出荷の輸送時間帯を、混雑を避けた時間帯（夜間）へシフトする為には、

倉庫内仕分け作業時間帯の夜間時間帯へのシフトも必要。
●しかし、深夜早朝の時間帯の倉庫内作業者の確保が難しく、更に未経験者を

採用した場合の教育時間（コスト）も発⽣

商品トータルピッキング後の出荷商品の店舗別仕分けを
ロボットで代替

１⼈当たり159冊/時間●⽣産性 １⼈当たり324冊/時間

ミスは少なからず発⽣●作業品質 仕分けミスゼロ

安定して出勤できるベテ
ランスタッフのみが実施

●教育コスト 新⼈スタッフが初日か
ら手分け時最⼤⽣産
性と同一レベルを実現

手仕分け作業 ロボットによる仕分け

最⼤300％（最⼤値÷
最小値）の⽣産性のば
らつきが発⽣

安定期における⽣産性
のばらつきは最⼤21％

＜その他の効果＞
 従来型の物流作業の機械化は、⼤規模な工事が必要であり、

半年以上かかるのが通常であるが、本ロボットの導入期間は
準備から完了まで、約10日程度で完了できる。

 ⼈時⽣産性を向上させることで、作業時間を短縮することが
出来、子育て世代のパートタイムスタッフが時間限定で働くこ
とが可能になるなど、地域内で就労機会を増やすことに繋がる。
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7-1 ⾷品物流に係る 物流課題

トラック運転者の拘束時間実態から診る⾷品物流の実態は、非常に厳しい状況にあります。

トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会資料

注︓加⼯食品・酒/飲料は、軽⼯業品に含む

待ち時間の発⽣件数は、
● 「加工⾷品」が 最多。
● 「酒/飲料」も 多い傾向

加工⾷品
943

⽣鮮⾷品
460

住宅⽤資材, 
452紙,

339

酒
飲料
328

建設⽤製品,
303

その他, 1562

Ｎ︓4387(件数)

農⽔省 農産品物流対策関係省庁連絡会議 資料

【輸送品目別 トラック運転者の拘束時間】 【30分以上の待ち時間が発⽣した件数】

トラック運転者の拘束時間は、農水産品が最⻑(12時間32分)
【業務区分別】

農水産品 全品目平均
●荷役時間
●運転時間
●待ち時間

3時間02分 2時間47分
6時間39分 6時間31分

39分 48分

農水産品

注︓生鮮食品の待ち時間は、特定業種に傾注し発生

▶▶国⺠の⽣活を⽀える⾷品物流存続のため、トラック運転者の拘束時間短縮を⾒据えた⽣産性向上が急務
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7-2 トラック運転者の拘束時間短縮を⾒据えた⽣産性向上対策 ２つのアプローチ

農水産品

酒・飲料

加工⾷品
(含︓菓⼦)

注︓上図はイメージ。詳細品目や各事業者に依って構造は異なる

小売店舗
メーカー 食品卸

汎⽤物流C
小売

専⽤物流C

生産者 小売/外食など
専⽤物流センター

LLP等 食品卸
店舗

卸売
市場

トラック運転者の作業➡ 運 転 待ち荷役 付帯待ち荷役 付帯

運転 の時間短縮を通じ、⾷品物流の⽣産性を向上アプローチ②
生産性向上の施策 例

を短縮 例④︓中継輸送実施で、トラック運転者ひとり当たりの運転時間を短縮
を短縮 例⑤︓輸送ネットワーク再編で、トラック運転者ひとり当たりの運転時間を短縮運転時間

待ち荷役 付帯 の時間短縮を通じ、⾷品物流の⽣産性を向上アプローチ①
生産性向上の施策 例

を短縮 例①︓バラからパレタイズで、積卸作業時間を短縮
を短縮 例②︓事前出荷情報の共有で、検品作業時間を短縮 (仕分けラベルの事前出⼒など)
を短縮 例③︓バース予約システム導入で、待ち時間の短縮待ち時間

荷役時間
付帯時間

着 荷 主輸送 (幹線)発 荷 主

⽣産性向上対策には、2つのアプローチがあります。

なお上記以外にも、受発注条件の⾒直しも、生産性向上に結び付く有効なアプローチです。(特に加⼯食品業界)
施策例 ︓ 特売や売上計上日等の都合で生じる物量波動の吸収 / 過度な在庫削減からの脱却
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⾷品物流には、付帯作業が多い
COFFEE BREAK

平成27年 国交省 トラック輸送状況の実態調査結果

付帯作業の内容は、「検品」（53.1%）が最も多く、次いで「保管場所までの横持ち運搬」（39.5%）、「商品仕分け」（27.0%）の順となっています。
●「検品」を筆頭に、全ての付帯作業において、⾷品物流が「 ”作業あり”の上位５位以内」に入っています。

付帯作業そのものの作業生産性向上に取り組む事も⼤切ですが、併せて、運送事業者と荷主間の適正な取引条件の確⽴に向けた取組も重要です。
● 契約内容の書面化

書面にて運送委託することは、思い違い等による契約上のトラブル等を防⽌し、結果として、誤配送の削減等、輸送品質の向上に繋がります。
● 「運賃」と「料⾦」の区別を明確化

平成30年 議員⽴法された項目(貨物運送事業法の一部改正)として、料⾦と運賃の分別する約款の認可基準の明確化されました。

★

★

★

付帯作業の内容、発⽣している割合の⾼い上位５品目
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国交省事業で取り組んだ実証実験の紹介
新たな輸送の仕組み構築による⻘果物少量多品目輸送の効率化の時間短縮運転

1︓問 題 ・ 背 景

●【⽣産者】 直売所への出荷は、⽣産者が⾃ら持ち込んでおり負担が⼤きい
●【宅配便】 当該地域の地区拠点から広域拠点間の運⾏は、荷量に

関わらず定時運⾏するため、輸送効率が低い状況が散⾒される

⽣産者が直売所に持ち込でいた農産物を、
宅配便の地区拠点から広域拠点までのトラックに混載

（宅配ネットワークの活用）

2︓取 組

取
組
中

直売所

広域拠点地区拠点

⽣産者

他地域の
広域拠点へ

個別に持ち込み

積載率が低い

⽣
産
者

宅
配
便

取
組
前

直売所

広域拠点地区拠点

近隣の
地区拠点に
持ち込み

積載率向上

引取・配送

⽣
産
者

宅
配
便

⽣産者

他地域の
広域拠点へ

実験実験風景 例・・・4コンテナ 1カゴ⾞分の”さといも”で実施

ヤマト運輸が
事前に納入先を印字し準備した

⽣産者から卸し向けの送り状
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国交省事業で取り組んだ実証実験の紹介

農産物輸送のパレット化による手荷役時間の削減待ち荷役 付帯 の時間短縮

1︓問 題 ・ 背 景 3︓結 果 ・ 成 果

①ドライバーの手荷役作業負荷が⾼い
農産物はトラックにバラ積みされており、ドライバーの作業負荷が⾼い。
運送事業者にバラ積みが嫌煙されることから、コスト増及び⾞両確保
が困難となっている。

②パレット管理が煩雑
パレット化した場合、空パレットの回収手配などパレット管理に負担が
かかることが想定される。

トラック運転者の手荷役作業からの脱却。
発荷主における荷姿を、「バラ」から「パレット」に交換。

2︓取 組

●レンタルパレットを活用し、パレット回収にかかる
管理業務が“0”に

●ドライバーの荷役作業負荷の低減
バラ積み・バラ卸しからパレット積み・卸しへ
積卸作業時間が125分から35分に短縮(90分削減)

4︓今後の課題

取
組
前

取
組
中

出荷場 市場

出荷場 市場

施設の荷役担当が
パレタイズ・フォークで積込

回収・管理は
レンタルパレット
業者が⾏う

ドライバーがパレタイズし
積込

実証実験を通じ、本取組を円滑に実施するための「解決課
題」が明確化

● 他品目への展開に向けた要件の整理

【品目要件】
１つの積み地から県外市場向けのまとまった
荷量があること

【出荷場の要件】
出荷場にパレタイズ可能なスペースがあること
パレタイズする⼈が確保できること
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8 ⽣産性向上に向けたお役⽴ちマニュアル 「手引き」の紹介

東京2020オリンピック・パラリンピック競技⼤会に係る
物流効率化実施の手引き ⾷品に係る物流効率化実施の手引き

「東京2020オリンピック・パラリンピック競技⼤会」「⾷品に係る物流」について

⽣産性向上に向けた「手引き」を、近日、国交省ホームページにて、公開します︕

⽣産性向上に取り組む際の「手順」や、改善策を考える”コツ”を分かり易く説明しています。
また、本日のご紹介できなかった事例も掲載しております。
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ご清聴、ありがとうございました

なお本日の
全ての講演内容は、

YouTubeにて公開されます。

時期 ︓ ２月公開(予定)
URL ︓ 別途 ご連絡


